
かかわりを通して表現やものの見方を豊かにしていく子どもの育成 

～子ども同士の協働や対話を促す美術館を活用した授業づくり～ 

栃小教研上都賀支部図画工作部会  
１ 課題設定の理由 

上都賀地区においては，日光市の小杉放菴記念日光美術館，鹿沼市の川上澄生美術館を代表と

する芸術作品に触れることのできる施設が点在する。この地域の特性を子どもたちの成長を支え

る強みとして授業に取り入れることで，子ども同士の協働や対話を促し，一人一人の表現やもの

の見方を豊かにすることができると考えた。そこで，美術館との協力を得て様々な授業形態を試

み，学習指導要領で示すところの「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け，子どもたちの造

形活動につなげる実践を推進することにした。 

 

２ 目指す児童像の設定 

作品・材料・道具などのかかわりを通して造形感覚を豊かにし，作品鑑賞の経験や材料や用具

を生かして，自分の作品を創造的につくったり表したりすることができる児童の育成を目指す。 

【知識・技能】自分の感覚や行為を通して理解するとともに，材料や用具を使い，表し方など

を工夫して，創造的につくったり表したりすることができる。 

【思・判・表】造形的なよさや美しさ，表したいこと，表し方などについて考えることができ

る。 

【主体的態度】つくりだす喜びを味わうことができる。 

 

３ 研究主題のとらえ方 

 目指す児童像を育成するために，子どもたちの「かかわり」を三つの柱として考え，造形活動 

においてそれぞれの関わりを意識して指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究の実践 

実践 1： リモート美術館 （日光市立今市第三小学校） 

第4学年「木々を見つめて」  ※小杉放菴記念日光美術館 

単元の目標 

 

 

身近にある木々を見たり触れたりすることから木々の形や色，それらの組み合わせによる感じを

理解し，絵に表す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践 2： 美術館見学（日光市立大桑小学校） 

第4学年「木々を見つめて」  ※小杉放菴記念日光美術館 

単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践 3： 移動美術展の動物をテーマにした展示を鑑賞し，創作活動に生かす取組 

（日光市立南原小学校）  ※小杉放菴記念日光美術館 

第2学年「どうぶつさんといっしょ」 

単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近にある木々を見たり触れたりすることから木々の形や色，それらの組み合わせによる感じを理

解し，絵に表す。 

   

   

   

見たり遊んだりした動物を思い出して絵に表す。 

授業概要: 移動美術展の「どうぶつコレクション」を学校に招き，絵画や立体作品を間近に鑑

賞した。動物のイメージを作品から感じ取り，動物の特徴を「ふわふわ」「ひらひら」「かっこ

いい」等，自分の言葉で捉えて表現したい動物を絵に表した。 

 

授業概要: 美術館の企画展「絵の旅・杉並木から日光へ」を訪れて，杉並木を題材にした絵画

を実際に鑑賞した。鑑賞の時間に学んだことを生かして，木々の枝，葉，幹の表現を思い思い

に描いた。さらに友達の作品を鑑賞し，表現やものの見方を広げる活動を行った。 

授業概要： 美術館の企画展「絵の旅・杉並木から日光へ」をリモートで鑑賞した。学芸員の方

に作品中の木々の表し方のポイントを教えていただいたり，気になる点の質問に答えていただ

いたりしながら，木々の枝，葉，幹の表現の多様性を学んだ。 



実践 4： 移動美術館（鹿沼市立さつきが丘小学校） 

第4学年「みんなの元へアートを届けます!展」「絵から聞こえる音」  ※鹿沼市川上澄生美術館 

単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究成果と課題 

（1）研究の成果 

・一つの作品に対して様々な感じ方や解釈があることを知ることで，多様な価値観を認め合う姿

勢や柔軟な視点が育まれた。 

・作品をじっくり観察し，感じたことや考えたことを言語化・表現する活動を通じて，論理的思

考力や問題解決能力，コミュニケーション能力の向上がみられた。 

・対話型の鑑賞授業を取り入れることで，他者の多様な見方や感じ方を知り，自己の認識を広げ

たり，協調性を育んだりする様子がみられた。 

・美術作品と出会う非日常的な空間の中で本物の作品に触れることで，子どもたちの感性や芸術

への関心を高め，自分自身の創作活動における表現力や見方を広げることができた。 

・美術館という地域資源を活用することで，学校教育が社会と連携する機会を創出し，より開か

れた教育の実現につなげることができた。 

 

（２）今後の課題 

・美術館作品を鑑賞することで，自分自身の思いや願いを表現することよりも，作品の影響を受

けて技法を真似て創作する傾向があったため，芸術作品の鑑賞の経験を児童の創作活動につな

げる手立てについて，教師側が考えていかなければならないと感じた。 

・小学校においては図工専門の教員が少ないため，学校により美術館を活用した授業への取組の

差が生じている。また，効果的な鑑賞授業を計画・実施するための知識やスキル不足を感じて

いる教員もいる。そのため，研修を取り入れ，実践を積み重ねていく。 

・学校から美術館への移動時間や授業時数の確保が難しい場合や，手続きの煩雑さがあり，実施

に向けてのサポートの必要性を感じる。そのため，美術館側との連携を促し，活用の方法の簡

素化を図る。 

身近にある作品などを鑑賞する活動を通して，自分たちの作品や身近な美術作品，制作の過程など

の造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたり

し，自分の見方や感じ方を広げる。 

 

 

 

授業概要: 川上澄生美術館の版画作品を鑑賞し，「わくわくする絵」「音が聞こえそうな絵」

等，視点を変えて作品を見つめ，自分の考えを相手に伝えたり，相手の思いを聞いたりするこ

とで物の見方や表現の仕方を豊かにする活動を行った。 

 

 


